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1)アパレルＣＡＤソフトを活用した、パターンメーキング技術習得について

基本デザインのバリエーションパターンを製図するために、学校教育では1/4の縮尺で、ノートに製

図学習をする例がみられます。近年になって、それに代わるものとしてパソコンの同一画面で、「平

面パターンメーキング」と「デジタルトワルチェック」が行えるアパレルＣＡＤソフトが登場し、学

生個人所有のノートパソコンを使って、いつでも、どこでも効率的に、高品質なパターン技術を学習

することが可能になりました。

しかし現状のファッション系大学や専門学校で、この方法が取り入れられているのは稀のようです。

その原因を私なりに分析すると、

(1)アパレルCADの授業内容が、縫い代付けやグレーディング、マーキングの生産範囲が中心である事

が多く、平面製図とボディを使い、試行錯誤を繰り返すデザインパターンにはハンドメイキング

授業で対応しているのが教育現場の実状である。

(2)CAD室のディスクトップPCを使う授業スタイルのため、実習教室スペースやPCの台数、実習コマ数

などの場所的時間的な制約もあり、CAD実習内容を基本的なパターン作成に絞らざる得ない。

(3)適切なアパレルCADの技術書がない。特にデジタルトワルを併用したパターンメーキング方法を解

説したものは皆無である。

2)デジタルトワルによるパターンメーキング教材活用のおすすめ

この「ジャケット原型操作の基本原理」では、工業用ボディからドレーピングで作成したプリンセス

ジャケット原型を元に、効率的で高品質なパターン展開が可能なトルソージャケット原型に加工して

います。

ジャケットのデザインパターンから、工業用パターンまで必要な技術を解説した内容になっており、

各ページでは、パターンメーキングとデジタルトワル作成について、その基本理論を詳細な図解入り

で説明しています。

したがって、デジタルトワル作成の入門編としても最適なpdf書籍となっています。

3)このpdf書籍とZipパターンセットの特色について

このpdf書籍をダウンロード後、すぐ「ジャケット原型操作の基本原理」の実習に入れるように、元

になる原型や完成したデザインパターン・デジタルトワルデータなどがセットになっています。

・基本のＣＡＤパターンメーキングスキルを掲載した技術書(107ページ)

・Zip原型(上身頃・袖原型、トルソージャケット・袖原型、3面構成テーラードジャケット完成

デザインパターン。各種原型や解説パターンの3Dデジタルトワルデータなど)

をセットで提供し、ＣＡＤユーザーのスキルアップに寄与するものです 1
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➊上身頃タイト原型 ❷上身頃ストレート原型
ⅠのCAD初級パターン解説実習に使用します。 ⅠのCAD初級パターン解説実習に使用します。

袖丈を600ｍｍに修正してあります

❸トルソージャケット原型 ❹袖原型 ❺身頃部分図
ⅡのCAD中級パターン解説実習に使用します。 ⅢのCAD上級パターン ⅢのCAD上級

解説実習に使用します。パターン解説
実習に使用します。

❻3面構成テーラード
ジャケット現物パターン
ⅤのCAD3面構成
テーラードジャケット
解説実習に使用します。

3

セットの原型と完成パターンデータ一覧 ❶～❻



➊上身頃タイト原型 ❷上身頃ストレート原型

❸トルソージャケット原型と1枚袖 ❹パネルライン4面構成と1枚袖

❺パネルライン4面構成と2枚袖肩パット無し ❻パネルライン4面構成と2枚袖肩パット有り

❼3面構成テーラードジャケット

4

セットの3Dデジタルトワル・データ一覧 ❶～❼



Ⅰ.ＣＡＤ初級パターン解説編

中級編に入る前に上身頃原型とセットインスリーブの袖原型を

使用して、デジタルトワル作成の基本的なプロセスを学びます

●タイト上身頃と袖原型をデジタルトワルチェック

中級編に入る前にタイト上身頃とセットインスリーブの1枚袖原型を使用して、

デジタルトワル作成の基本的なプロセスを学びます

●ストレート上身頃と袖原型をデジタルトワルチェック

タイト上身頃原型をストレート上身頃原型に展開し、セットインスリーブ1枚袖原型を使用し

て、デジタルトワルを作成し、袖付けのカナメ点(第一と第三ノッチ)を確認します 5



❼バストラインを反時計回りに、後中心側から脇線側へ更に脇線側から前中心線側へクリックします。
(下図バストラインのように矢印が右側になるようにします)

❽Enterキーを押します。

❾前中心線の矢印が、下へ向くようにクリックしEnterキーを押します。

❿後中心線の矢印が、下へ向くようにクリックしEnterキーを押すとボディに前後身頃が配置されます。

⓫左下ロケーターの上にマウスポインタをおき、右クリックして、プルダウンした背面を左クリックし
選択します。ボディが背面になります。

14

❼ ❽

❾

⓫

❿



① ② ③

④ ⑤

(2)ストレートジャケット原型と袖のデジタルトワルを作成します。

30

身頃第一ノッチ
と第三ノッチは
カナメ点と呼ば
れています。

袖山ノッチと
身頃肩先点が
一致します。

第一ノッチ
第三ノッチ

袖中心線

第一ノッチ
第三ノッチ

アンダー
アームと
袖中心線が
一致します

袖中心線

トワルの
バストラインは、
ボディの
バストラインに
一致しています



Ⅱ.ＣＡＤ中級パターン解説編

初級編の知識を元にしてパネル線身頃と1枚袖や2枚袖、肩パット

付パターン作成とデジタルトワルチェック方法を学びます

31

ﾄﾙｿｰ身頃と1枚袖

ﾊﾟﾈﾙ身頃のﾏﾆﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ
と1枚袖

ﾊﾟﾈﾙ身頃のﾏﾆﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ
と2枚袖に肩ﾊﾟｯﾄ無し

ﾊﾟﾈﾙ身頃のﾏﾆﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ
と2枚袖に肩ﾊﾟｯﾄ付き



2.トルソージャケット原型からパネルライン4面構成へ展開

4面構成は、テーラードジャケットやシャネルジャケットなど

基本となるシルエットで、そのデジタルトワルを作成します

35

ﾄﾙｿｰ丈・1枚袖ｼﾞｬｹｯﾄ原型 ﾊﾟﾈﾙ4面構成身頃・1枚袖



身頃アームホールの変化に合わせるため<L>で、展開線をひきます。第四ノッチⓛと第二ノッチⓜから、袖

口線へ線をひきます。(袖口線に向かって、袖中心線側へ狭めてひきます←)

F4(線上点)で袖口線をクリックします。<C>で、ⓛからⓝ、ⓝからⓜの半円線をひきます。

<Shiftと〕切り開き展開>で、展開します。

線指示、回転中心(赤丸印)、引き直し設定で、ⓛとⓜに5ｍｍ開く。移動方法を平行移動に設定し、

ⓛからⓝ、ⓝからⓜで5ｍｍ平行に開きます。切り開き展開のメニュー操作を次ページで解説します。

(2)マニピュレーションでダーツ量を分散、アームホールに合わせ袖を調整します

⑤ ⑥

⑦ ⑧

<L>で展開線をひきます。 <R>間口指定で赤丸印位置を回転中心で、ⓖに5ｍｍ

後肩ダーツ先と第四ノッチ、前肩ダーツ先と前衿ぐり線 ⓗに10ｍｍ、ⓘに10ｍｍ、ⓙを閉じて、残りをⓚに

中点、前肩ダーツ先と第二ノッチ、<ShiftとV>で、前肩 分散(イセとして処理)します。

ダーツ先から前パネル線へ垂線をひきます。

回転させる準備のため、<X>で4個所を線カット(→)します。

線カット

線カット

線カット

ⓖ ⓘ

ⓚ

ⓙ ⓗ

線カット

ⓛ ⓜ ⓛ ⓜ

ⓝ ⓝ

ⓚ
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狭
め
ま
す

展開前 展開後

狭
め
ま
す



3.パネルライン4面構成とメンズタイプ2枚袖へ展開

4面構成パネルラインジャケットにメンズタイプの捻りのある

セットイン2枚袖のデジタルトワルを作成します

39

ﾊﾟﾈﾙ4面構成・1枚袖

ﾊﾟﾈﾙ4面構成ﾏﾆﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝと2枚袖に肩ﾊﾟｯﾄ無し



合わせ元の線(青線)を↓が下にくるようにクリックし、 前シルエット線を基準線に

Enterキーを押します。切り取る線(青線)を↓が反時計 外袖脇線部分が反転します。

回りになるようにクリックしEnterキーを押します。 <Z>で、袖口線を外袖脇線まで延長して角つくり

続けてEnterキーを数回押します。 をします。

⑧ ⑨

⑩ ⑪

(2)2枚袖の袖下前側をつくります

<X>で、袖の目と内袖接ぎ線の交点を線カットします。 <Shiftと〔 分割移動>で、分割する部分

袖口線と内袖接ぎ線の交点を線カットします。 を囲み選択しEnterキーを押します。

<I>で、袖幅線と肘線を前シルエット線まで縮小します。

46

前
シ
ル
エ
ッ
ト
線

線カット
袖幅線

肘線

袖口線

合わせ元
の線

切り取る線

延長し
角つく
りしま
す

袖口線

袖口線

内
袖
接
ぎ
線

線カット



4.4面構成とメンズタイプ2枚袖に肩パットを付ける

4面構成2枚袖に肩パットを付けた身頃と袖パターン展開を

解説し、デジタルトワルで肩パット有り無し変化を比較します。

54

肩ﾊﾟｯﾄ 肩ﾊﾟｯﾄ
無し 有り

肩ﾊﾟｯﾄの厚み

肩ﾊﾟｯﾄ 肩ﾊﾟｯﾄ
無し 有り

肩ﾊﾟｯﾄの厚み



<PMプリフォーム>で、上表の数値を肩と腕の設定とします。 線指示は、前後中心線が線固定にします。

肩は、タレ幅20ｍｍ、厚み10ｍｍ、内外カーブ差自動で バストライン、ヒップラインが軸固定にします。

16ｍｍが表示されます。 点固定は、衿ぐり4個所とします。

腕は、袖丈600ｍｍを入力します。

配置方法を<手動>で、外袖の中心線をクリック、ボディの腕 内袖の仕上がり線をクリック、ボディの腕を

をクリックして配置します。 クリックして配置します。

(5)袖配置の設定をします

58

① ②

① ②

(6)PMプリフォームを設定します



Ⅲ.ＣＡＤ上級パターン解説編

パターン作成方法を重点解説し、CAD操作ステップは 要点のみで

メンズ仕様2枚袖とテーラード衿のパターンメーキングを学びます

63

速習2枚袖

速習ﾃｰﾗｰﾄﾞｶﾗｰ



Ⅳ.ＣＡＤデジタルトワル作例集

各種アイテムのデジタルトワル作例です。参考にして下さい。

69



Ⅴ.ＣＡＤテーラード3面構成ジャケットの工業用パターン解説編

3面構成テーラードジャケットの表地、表地関連パーツ、裏地の工業用パターン

作成方法を解説します。

75



77

㋑ﾎﾞﾃﾞｨ基点
から3ｍｍ
が固定点

㋺ﾎﾞﾃﾞｨ基点
から5ｍｍ
が固定点

セットになっているデジタ
ルトワルを復元してみます。

❶デザインパターンを読み
込みPMプリフォーム一覧
タブを押します。

❷登録結果一覧が開くので
登録名(青色)をクリック
復元タブを押します。

注)ジャケット用の衿ぐり
にした原型を使用して
いるので、
㋑ﾊﾞｯｸﾈｯｸﾎﾟｲﾝﾄ3ｍｍ
㋺ｻｲﾄﾞﾈｯｸﾎﾟｲﾝﾄ5ｍｍ
の位置に点固定してい
ます

❶

❷

線固定は、前中心、後中心の各ﾗｲﾝ、後衿腰線
軸固定は、ﾊﾞｽﾄ、ﾋｯﾌﾟ各ﾗｲﾝ、後羽根線

点固定は、ﾎﾟｹｯﾄ4点

2.ｾｯﾄのﾃｰﾗｰﾄﾞ3面構成ｼﾞｬｹｯﾄをﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸする



(2)内のり,外のり,のせ分の展開をする

❶

❷

❸

❹

Shiftと〕(切り開き展開)
線作成、回転中心
線上点・ﾉｯﾁ15ｍｍ入力する

線1の展開線を吹き出
し線までひく

回転中心を衿腰線
との交点にする

同様に、線2の展開線をひき、回
転中心を設定する

表衿
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表1略称・別称一覧

※CREACOMPO、PATTERN MAGICは東レACS株式会社の登録商標または商標です。

商標 読み方 本文中の略称・別称

CREACOMPO ® クレアコンポ CREACOMPO 

PATTERN MAGIC ® パターンマジック Pattern Magic 、 PM 

CREACOMPO ® II クレアコンポツー CREACOMPO II 

PATTERN MAGIC ® II パターンマジックツー Pattern Magic II 、 PM II 

デジタルトワル ™ デジタルトワル デジタルトワル、デジタルトワルチェック
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